
人工知能学会  倫理指針  
 
序文  
 
人工知能研究は、人間のような知性を持ち自律的に学習し行動する人工知能の実現を目指

している。人工知能が、産業、医療、教育、文化、経済、政治、行政など幅広い領域で人

間社会に深く浸透することで、人々の生活が格段に豊かになることが期待される一方で、

悪用や濫用で公共の利益を損なう可能性も否定できない。 
 
高度な専門的職業に従事する者として、人工知能の研究、設計、開発、運用、教育に広く

携わる人工知能研究者は、人工知能が人間社会にとって有益なものとなるようにするため

に最大限の努力をし、自らの良心と良識に従って倫理的に行動しなければならない。人工

知能研究者は、社会の様々な声に耳を傾け、社会から謙虚に学ばなければならない。人工

知能研究者は技術の進化及び社会の変化に伴い、人工知能研究者自身の倫理観を発展させ

深めることについて不断の努力をおこなう。 
 
人工知能学会は、自らの社会における責任を自覚し、社会と対話するために、人工知能学

会会員の倫理的な価値判断の基礎となる倫理指針をここに定める。学会員はこれを指針と

して行動するよう心がける。 
 
 
1 （人類への貢献）人工知能学会会員は、人類の平和、安全、福祉、公共の利益に貢献

し、基本的人権と尊厳を守り、文化の多様性を尊重する。人工知能学会会員は人工知

能を設計、開発、運用する際には専門家として人類の安全への脅威を排除するように

努める。 
 
2 （法規制の遵守）人工知能学会会員は専門家として、研究開発に関わる法規制、知的

財産、他者との契約や合意を尊重しなければならない。人工知能学会会員は他者の情

報や財産の侵害や損失といった危害を加えてはならず、直接的のみならず間接的にも

他者に危害を加えるような意図をもって人工知能を利用しない。 
 

3 （他者のプライバシーの尊重）人工知能学会会員は、人工知能の利用および開発に

おいて、他者のプライバシーを尊重し、関連する法規に則って個人情報の適正な取扱

いを行う義務を負う。 
 
4 （公正性）人工知能学会会員は、人工知能の開発と利用において常に公正さを持ち、



人工知能が人間社会において不公平や格差をもたらす可能性があることを認識し、開

発にあたって差別を行わないよう留意する。人工知能学会会員は人類が公平、平等に

人工知能を利用できるように努める。 
 

5 （安全性）人工知能学会会員は専門家として、人工知能の安全性及びその制御におけ

る責任を認識し、人工知能の開発と利用において常に安全性と制御可能性、必要とさ

れる機密性について留意し、同時に人工知能を利用する者に対し適切な情報提供と注

意喚起を行うように努める。 
 

6 （誠実な振る舞い）人工知能学会会員は、人工知能が社会へ与える影響が大きいこと

を認識し、社会に対して誠実に信頼されるように振る舞う。人工知能学会会員は専門

家として虚偽や不明瞭な主張を行わず、研究開発を行った人工知能の技術的限界や問

題点について科学的に真摯に説明を行う。 
 

7 （社会に対する責任）人工知能学会会員は、研究開発を行った人工知能がもたらす結

果について検証し、潜在的な危険性については社会に対して警鐘を鳴らさなければな

らない。人工知能学会会員は意図に反して研究開発が他者に危害を加える用途に利用

される可能性があることを認識し、悪用されることを防止する措置を講じるように努

める。また、同時に人工知能が悪用されることを発見した者や告発した者が不利益を

被るようなことがないように努める。 
 
8 （社会との対話と自己研鑽）人工知能学会会員は、人工知能に関する社会的な理解

が深まるよう努める。人工知能学会会員は、社会には様々な声があることを理解し、社

会から真摯に学び、理解を深め、社会との不断の対話を通じて専門家として人間社会

の平和と幸福に貢献することとする。人工知能学会会員は高度な専門家として絶え間

ない自己研鑽に努め自己の能力の向上を行うと同時にそれを望む者を支援することと

する。 
 

9 （人工知能への倫理遵守の要請）人工知能が社会の構成員またはそれに準じるもの

となるためには、上に定めた人工知能学会員と同等に倫理指針を遵守できなければな

らない。 
 
本指針は理事会成立後より公布する。 
本指針の解釈および見直しについては、必要に応じて委員会を開催し、理事会の承認を得

る。 
以上 


